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近畿大学奈良キャンパスにおけるガ類の生息状況 
(1)スズメガ科､ヤガ科 (カトカラ属等)

城本 啓子 ･福井 秀弥 ･桜谷 保之 
(環境管理学科環境生態学研究室) 
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はじめに 近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の豊山を

主体にした丘陵地にあり､二次林､草地､圃場な

ガ類は日本に約 5000種いるといわれてお り､

チョウ類の約 20倍で 1)､全部を調査するのは難

しい｡キャンパス内にも 1000種以上は生息 し

ていると考えられるが､特に微小蛾類など未調 ierara 

どの多様な環境にある 12)

)3

'tel)jl

h dcarona

lbtoaa

オタカAcc rg

などの レッ ドデータ動物種の生息が

確認されている 1 ｡一方､近年はクズ pu

や外来種であるセイタカアワダチ ソウ 

iaS kasa

｡キャンパス内にはオ

やオオムラサキisllten

査の部分が多い｡チ ョウ類は環境指標 として有

効とされてお り､当キャンパスにおいても報告 iiss
t
ldagSo

)6･ 

C ltaocaa

li oa maが繁茂 し､生物多様性が低下

されている2-) しつつある 1)1｡ガ類においては､一部のカ トカ 4｡

属)を環境指標生物として

活用する例があるが報告は少ない 5 ｡一方､ア 生物群集について､いくつか報告してきた 1

ラ (ヤガ科 筆者 らはこれまでに当キャンパスの生態系や

)16･5 0

ガ類についてはすでにヤママユガ科ガ類についてyrannusirケビコノハ Ad st

による果実の加害や 7･ sid lnro

などのヤガ類の吸汁

8)マツカレハ De mu )77種報告した 1 ｡今回はスズメガ科やヤガ科の一

部などのキャンパス内で主に見られる､大型ガ類btspecaillSや マ イ マ イ ガ isparitnrLy

pdatnLy

ma ad と

いった森林などで大発生する種や 9)､ ドクガ類 について､これまで調査した結果を中心に報告す

ma rii es る｡.やイラガ類 Lima p.daidco es な

)0ど有毒ガ類などの害虫としての報告は多い 1 ｡

このようなガ類は野鳥類の餌として利用されてお 調査地および調査方法

り11)､生態系において重要であると考えられる｡

itoope今後里山管理やビオ トープ b の面､さらに

未利用資源の開拓の面からこうしたガ類の生息状 奈良キャンパスで行った｡敷地面積は約 12km亨あ

況の把握は必要と思われる｡ り､里山林から成 り立っている｡当キャンパスに

調査地は奈良市郊外の矢田丘陵にある近畿大学
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おいて 2000年より随時､ガ類幼虫の餌植物､成 が 21)､キャンパス内では幼虫があまり確認され

虫の出現期､天敵類など､キャンパスの里山林地 ていない｡幼虫は褐色型と緑色型､中間型があり

で任意調査によって記録 した｡また､1996年 1)8 色 ･模様が様々なことが知られている｡成虫は年 

と2004- 2006年にライ ト･トラップ (ブラッ 2回発生 し､桶越冬する｡ 

ク ･ライ ト60W)､を行い､ガ類成虫の調査も随

時行った｡

なお､今回ここ示 した写真はすべて筆者らが当

tncreum-a/ogramm
/
Pisシモフリスズメ 

wakr

3.

( le -) [図版 15681, ]2

キャンパス内で撮影したものである｡ 成虫は 5- 10月の年 2回発生 し､茶褐色地に

灰色の細かい軌卓がある霜降り状の麹を持つ｡幼

調査結果 虫は広食性であり､ゴマ､アオシソ､キリ､クサ

調査の結果､今回は主な大型ガ類であり､幼虫

が尾角 (角状の突起)を持ち作物や園芸害虫とし

てよく目にするスズメガ科ガ類と､西尾による環

境指標 6) として用いられているヤガ科シタバ亜

料 (カ トカラ属 とその他の大型ガ類 6種)につ

いて報告する｡当キャンパス内においてスズメガ

ギ､ネズミモチなどが知 られているが )22､キャ

ンパス内では植栽されているセイヨウイボタ (プ

リペット)でよく確認されている｡幼虫には緑色

型と褐色型がいるが 23)､キャンパス内で確認さ

れた幼虫はいずれも緑色型のみである｡本種も嫡

越冬する｡ 

iigne/nxcaI'Shp aciignea
la
料 (pigde (otia) 4.クロスズメShnia)22種 と､ ヤ ガ科 N cude

属は 8種確認された｡

種の配列､学名は ｢日本産蛾類大図鑑｣ 19)に

よった｡

C ltaocaa )7781,(But一er

-成虫は 5

中で蛸越冬する｡幼虫は鱗週目では珍しく針葉樹

6月､7-8月の年 2回発生 し､土

のマツ類を食べることが知られており24)､キャ

スズメガ科 Sphingidae ンパス内に植栽 しているアカマツとクロマツでも

終齢幼虫が確認されている｡幼虫の側線には白帯

1.メンガタスズメ tasyxI'Ah tceron があり終齢になると背面が褐色色になる｡ 

18581[, ] [図版 1-]medusaMoore

成虫は 4-11月に出現 し､灯火などに飛来す

る｡成虫の胸部背面に人面形の模様があり､捕ま

i it tnxconsrca
Shp
5.コエビガラスズメ 

Bulrte 5881, -[図版 1 ]3

-成虫は 5

においては幼虫の餌植物として､ナスおよびゴマ 月に見られる｡胴にある 7本の赤紫の斜め模様が

が確認されており､闘場内のゴマ畑で幼虫が多数 特徴的である｡本種幼虫も広食性であるが､キャ

8月に発生｡幼虫は 7月､9- 10えると腹部からキーキー音を出す｡キャンパス内

1
-


hiacessiAh tceron

発生することがある｡幼虫は 5 1月に褐色型

と緑色型が観察され､土中で蛸化 し､成虫は年 2 終齢幼虫が確認されたのみである｡2002年に本

回発生する｡蛸で越冬する｡ 種終齢幼虫が山道を歩いているのが確認された

近似種に分布を北に広げつつあるクロメンガタ が､餌植物は不明である｡2006年 10月に採集さ

al

ンパス内においては 2006年 10月にユキヤナギで

スズメ arcu,78(Fbiis19)が れた幼虫はヤ ドリバエ sp.に寄生されていた｡ 

)0知られているが 2 ､当キャンパス内ではまだ確

認されていない｡ iancreIn'b/Do at6.

S ditu nea gr

サザナミスズメ 

7881,

'l/vu/convoA igrus 成虫は 5月､7-8月に発生する｡成虫の週は2.

(

エビガラスズメ 

)8571, 暗灰色～黒褐色で､波型の模様がある｡幼虫はイinesnau

1月に出現 し､口吻が約 11cmと非 ボタ､ネズミモチなどモチノキ科を食べる｡キャ1-成虫は 5

常に長 く､腹部に白色 と淡赤色 と黒色の筋模様 ンパス内においては､植栽されているキンモクセ

がある｡幼虫の餌植物としてはサツマイモ､ヒル イを餌植物とすることが確認されている｡本種も

ガオ､アサガオなどヒルガオ科が知 られている 土中で廟越冬する｡

L
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7. C/nsbIIInaaトビイロスズメ aII ''et


tsntuc n12 [図版 1-]
igaiaMe,92 4

成虫は 7-8月に発生する､年 1化｡成虫の前

麹は淡茶色地に不明瞭な茶褐色紋がある｡キャン

パスの駐輪場の外灯によく飛来しているようで､

カラス類に被食された本種の週が散らばっている

ことがある｡幼虫はマメ科を餌とし､キャンパス

内ではクズについている個体が確認されている｡

スズメガ科では珍 しく幼虫で越冬することが知ら

れている｡ 

8. Mau agshe /tcモモスズメ rmb ackw-shii 

eceho B idvl[85)hprn(osua,17]

成虫は 5-8月に出現する｡灯火によく飛来し

ているのが確認される｡前週に波形模様と/｣､黒点

が一つあり､後麹は薄紅色で麹を広げると鮮やか

である｡成虫の口吻は退化 しており､吸蜜はしな

い｡幼虫はモモ､ウメ､サクラ類などのバラ科を

餌とし､キャンパス内では調整池周辺のソメイヨ

シノで毎年幼虫が確認されている｡本種は年 2回

発生し､桶で越冬する｡ 

9.クチバスズメ Marumbasperchius 

sperchius(M6netries,1857)

成虫は 6-8月に発生 し､年 2化で桶越冬す

る｡本種成虫もよく外灯に飛来し､明け方にカラ

ス類に捕食されたものと思われる麹が散らばって

いる｡幼虫は､クヌギ､コナラ､クリ､カシ類な

どのブナ科を食べる｡当キャンパスにおいては植

栽されているシラカシで幼虫が確認されている｡

前程と同様に成虫の口吻が退化 している｡ 

10オオシモプリスズメ agazneods. Lni ezrie

〃a aRtshl odn10W/ ohcidaJra,93 
[図版 1-5]

スズメガ科の中で最も早 く羽化する種で､成虫

は年 1回､3-4月に出現する｡日本最大のスズ

メガで､幼虫 ･蛸 ･成虫とも音を出す｡奈良県で

本種が確認されたのは､当キャンパスが初記録で

あ り21)､調整池周辺のソメイヨシノを植樹 した

際に一緒に持ち込まれたものと考えられている

が､毎年､成虫が確認されており卵､幼虫も確認

されていることからもキャンパスに定着 してい

ると思われるが個体数は少ない｡大阪府のレッド

データブックの準絶滅危倶種に指定されている25)0 

llウンモンスズメ a uy aario/i. Callmb/xtt nv'

gabyaeBryk,1946

成虫は 5-9月に出現する｡年 1-2化で桶越

冬する｡成虫の前麹と体は薄緑色で後麹は薄紅色

を帯びて鮮やかでよく目立つ｡幼虫の餌植物はケ

ヤキで､キャンパス内に植栽されているケヤキで

よく見られる｡成虫は灯火によく飛来し､朝方に

灯火の近 くの植物や壁などに止まっているのを見

かける｡ 

12ウチスズメ meitu lnspau. S rnhspau /ns 

Wale,86 図版 ト6kr15 [ ]

成虫は 5-9月に出現する｡年 2化で蛸越冬｡

成虫の後辺に目玉模様があり､触るとその模様が

目立つよう麹を広げ威嚇する｡キャンパス内のタ

チャナギ､アカメヤナギおよびシダレヤナギで幼

虫が毎年確認されている｡成虫も水銀灯に飛来し

ているのが確認されている｡ 

. C pooe a a13オオスカシバ ehndshylshy/s 

(Lnau,71 図版 17ines17) [ -]

成虫は 6-9月に出現する｡成虫はガ類である

が､昼間に活発に活動する｡体色はウグイス色で

麹が透明で､キャンパスのアベリアの花をホバリ

ングしながら吸蜜するのが見られる｡形態からよ

くハチと間違えられる｡幼虫は緑色型と褐色型が

あるが､キャンパス内では緑色型が主である｡幼

虫はキャンパス内のクチナシの植込みで毎年多数

発生しているので､よく見かけられるスズメガの

幼虫と言える｡本種 も年 2回発生 し､桶越冬す

る｡ 

14クルマスズメ eohg uIgins. Amp lp aarb' oa 

b' o e r e,83ru/ginsaBrme&Gry15

成虫は 6-8月に出現する｡外灯に飛来すると

ころを目撃するが､幼虫はキャンパス内ではまだ

確認されていない｡幼虫の餌植物はブドウ科のノ

ブ ドウ､エビズル､ツタなどであり､キャパス内

にもノブ ドウがあり､圃場にはブ ドウが栽培され

ているのでそのような所で発生しているものと思

われる｡ 

15.ブドウスズメ Acosmeryxcastanea 

Rothsch‖daJordan,1903

成虫は 7-8月に出現する｡幼虫は 6月～7 
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月､8-9月の年 2回発生 し､桶で越冬する｡前

種と同様に幼虫はブ ドウ科を餌植物とし､キャン

パス内のヤブガラシを摂食 しているのが確認され

ている｡幼虫の胸部が横にえら状に張 り出してお

り､触ると頭部をカメの様に引っ込めることがで

きる｡ 

16.ホシヒメホウジャク 〃eogWeJca 

hi caasnac Bte,85mah/ ag ia(ulr17) 

[図版 1-8]

成虫はほほ年中見 られるが､6-9月に多い｡

昼間に花に飛来し吸蜜する｡幼虫はヘクソカズラ

を餌植物とし､若齢幼虫は緑色であるが終齢幼虫

には 4型あり色彩斑紋が多様である｡発生回数は

年 4回が可能であるが､自然状態の周年経過につ

いては不明である｡スズメガ科としては特異的に

桶化 を枝上で葉を 2-3枚つづってマユをつ く

る｡キャンパス内で成虫越冬 している個体が確認

されている｡ 

17 ホウジャク co/ u tlaau. Margossmse/trm 

(Lnau,78 [ -]ines15) 図版 19

成虫は 6-10月に出現する｡本種 も昼間に活

動する｡本種幼虫はアカネ科の植物を餌 とする

が､キャンパス内ではまだ幼虫が確認されていな

いが､前種と同様に越冬成虫が確認されている｡ 

18.ホシホウジャク Macroglossum 

pyrrotcaBte,85 図版 11]hsit ulr17 [ -0

成虫は 7-11月に出現 し､日中花に飛来する｡

幼虫はホシヒメホウジヤクと同様にヘクソカズラ

を餌植物とする｡キャンパスのヘクソカズラでも

よく見られる｡幼虫には緑色型と褐色型の 2型が

ある｡本種は桶越冬すると言われている｡ 

19 ベニスズメ e'eh'aepnre ii-. D JIpJI /eo/ws/

(Bte,85ulr17)

成虫は 4-9月に出現する｡成虫は和名の通 り薄

紅色を帯び鮮やかである｡キャンパスの外灯にも

よく飛来しているのが確認されている｡幼虫はオ

オマツヨイグサヤ植栽されているホウセンカでよ

く見られる｡幼虫には緑色型と褐色型があ り､ど

ちらにも4つの眼状紋がある｡年 2-3回発生す

ると思われ､楠で越冬する｡ 

20.キイロスズメ Theretranessus(Drury, 

1773)

成虫は 5-10月に年 2回発生する｡外灯によ

く飛来している｡駐輪場の外灯にもよく飛来して

いるようで､カラス類に襲われた後と思われる麹

がよく落ちている｡幼虫には褐色型と緑色型があ

り､キャンパス内のヤマノイモで両型がよくみら

れる｡大型でヤマノイモのツルについているのが 

Ej立つようで､よく見かけられる幼虫である. 

21 コスズメ hrtajpnc Bidvl. Teer aoia(osua, 

1869)

成虫は 5-9月の年 2回発生 し､夕刻時に花に

飛来することが多い｡本種幼虫はブ ドウ科を餌と

し､キャンパス内では主にヤブガラシで見られ

る｡スズメガ科幼虫の特徴である尾角が長 く先端

が背中側でそ り､S字形をしている .緑色型と褐

色型があり､眼状紋とまではいかないが円紋があ

る｡桶で越冬する｡ 

, Teer l /nI22セスジスズメ hrtaodenad-ae 

o/elnie(arcu,75dnada Fbiis17)

成虫は 6-10月に年 2回出現する｡成虫の腹

部背面に 2本の白線が走っている｡本種幼虫も前

種のようにブ ドウ科を餌植物とし､キャンパス内

ではヤブガラシで見られるが､側面に目玉模様を

沢山もつ特徴的な形態なので分か りやすい｡見た

目は気持ち悪 く見えるが､歩行の際に尾角を前後

に動か しながら歩 く姿は面白い｡本種 も桶で越冬

する｡

ヤガ科 N cudeシタバ亜科 aoaiaotia C tclne 

Caoaa属tcl

23オ二ベ二シタバ C tcl uaBe r. aoaad/ rme, 

1861 [図版 2-1]

成虫は 7-8月噴出現 し､クヌギやヤナギ類の

樹液を吸いに集まっているのが確認されている｡

前麹は地衣類に擬態 しており､後週が朱赤色 して

前週を広げると鮮やかである0本種幼虫はミズナ

ラ､アベマキ､クヌギ､アラカシを餌植物 とす

る 24). 
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24 シロシタバ aoaanvaBtle,87. C tc/ ie u r17

[図版 2-2]

本種成虫は Caoaatcl属の中でも大型で､7月頃

に出現し､本種 もクヌギやヤナギ類の樹液に誘引

されている個体がよく見られる｡前週は樹皮のよ

うな色や模様であり止まっていると分かりにくい

が､週を広げると後麹の白色が鮮やかである.本

種の幼虫はウワミズザクラとされている 24).本

種は大阪府のレッドデータブックで絶滅危倶 Ⅱ類

に指定されている 25)0 

. C cl u ' aB e25マメキシタバ atoaadp/ICat ut一r, 

1885

本種成虫は日本産の Catocala属の中でも最も 

′｣､型な種であ り､キャンパス内では 7月頃見ら

れる｡本種 も樹液に集まり､昼間は付近の幹に止

まっているのが確認されている｡幼虫はクヌギ ･

アラカシ ･ミズナラを餌植物とする 24)0 

26エゾシロシタバ aoaadsImiII'. C tcl is' s
 

Bremer,1861 [図版 2-3]


成虫は他の Caoaa
tcl属 と異なり後麹がほぼ黒

色で頂部に白色斑紋がある｡キャンパスでは 7-

8月頃見られる｡幼虫はミズナラ ･カシワを餌と

すると言われているが 19)､当キャンパス内には

ないので別の植物を餌としていると考えられる｡ 

27アサマキシタバ atoaasrecei. C c/ t kr


Stuigr18
adne,88

成虫は 5月末～6月頃に､クヌギやヤナギ類の

樹液に集まっている個体が確認されており､ライ

ト･トラップにもかなりの個体が誘引される個体

であるo成虫の前麹は他の Caoaatcl属 と同様に

樹皮模様であ り､後麹は淡い黄色を帯びている｡

幼虫の餌植物はアベマキ ･ミズナラ ･コナラとさ

れている 24)0 

28 コシロシタバ aoaaate edr. C tc/ caaFle& 

Rogenhofer,1874 [図版 2-4]

成虫は前種に似ているが､やや大きく後麹の白

い斑紋が大きいことで区別ができる｡本種も7-

8月に見られるが､個体数は少ない｡幼虫はクヌ

ギなどを餌植物とする 24)｡本種は大阪府で準絶

滅危倶種に指定されている 25)0 

29 キシタバ aoaap t/ edr. C tcl aaaFle&
 

Rogenhofer,1874 [図版 2-5]


日本産キシタバの中で大型種である 1つ｡キャ

ンパス内に多 くみ られ､7-8月にクヌギやヤ

ナギ類の樹液に集 まっているのが よく見 られ

る｡名前の通 り､後麹が黄色を帯びており､他の 

CαわCαJα属同様に前麹は樹皮 ･地衣類柄をして

おり､静止していると目立たない｡幼虫はフジを

餌とする｡当キャンパスのフジ棚にも発生してお

り､触るとすぐに落ちる｡ 

30コガタキシタバ aoaapag ax. C tc/ ren


eshr ulr17
te Bte,87

前種を小型にしたような成虫で､後麹の黄色地

に黒い帯が 2本くっきりしているのが特徴｡キャ

ンパス内では 6-7月頃樹液を吸いに来るのが見

られる｡幼虫はフジ ･ハギなどのマメ科とクヌギ

などブナ科を餌植物とする 24)0

その他の大型ヤガ科 

31ムクゲコノハ ha jn D J n. Tysuo(ama, 

1823) [図版 2-9]

成虫は 5-9月に見られる｡柑橘類やモモなど

の害虫として知られており､発達した口吻で果実

を吸汁する 7)｡成虫の後麹は黒色から薄紫色､黄

色､薄紅色に塗 り分けられ､大型の美しい種であ

る｡幼虫の食草はオニグルミ､クヌギ､コナラ､

クリと言われている 24)｡構内の水銀灯にもよく

飛来する姿が見られる｡ 

32 フクラスズメ rt or/ Gune. Aceceua( e6, 

1852) [図版 2-6]

成虫は Caoaatcl属のガ類のように見えるが腹

部がかなり太く大きい｡成虫の後麹に水色の太い

弧状の模様が 2本ある｡成虫で越冬することが知

られており,7月頃から翌春ごろまで見られる種｡

構内の窓辺や､立掛けた板の隙間などでも成虫が

越冬 している姿が確認される｡幼虫はカラムシを

食べ､危険を感じると頭部をそらし､激しく体を

震わせる｡ 

33カギバ トモエ yoyavseii. Hppr epd/o
 

(Fbiis18) 図版 27
arcu,77 [ -]

成虫は 6-9月に出現する｡成虫は樹液によく
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飛来するが､静止 していると地味であるが､裏面 属 29種のうち約 27%が確認C ltaocaaり､ヤガ科 

は黄赤色をしており､水銀灯などに飛来Lに来る されたことになる｡

ときは鮮やかである｡他の トモエと付 くヤガと違 スズメガ科ガ類は広食性の種は少なく､種に

い目立った巴模様はない｡幼虫はネムノキやフジ よって､決まった餌植物を食べことが多い｡確認

を餌植物とする24)0 されたスズメガ科ガ類の餌植物は､里山植物､作

物や園芸植物､植栽植物と様々であった｡当キャ

ンパス内には豊かな里山環境に加えて､植栽も豊34. mar

1759) [図版 2-8] 富であり､圃場などの作物環境もあるため､スズ

dteoaS 'raIp (Clrkec,オスグロ トモエ 

成虫は 4

には巴模様があ り､春型は巴模様が不十分であ れる｡ただし､これらスズメガ科ガ類は飛邦能力

る｡構内の水銀灯によく飛来 してお り､昼間はそ が大変高いため､遠方からの飛来 してきた種もあ

の周辺の下草に止まっている姿が見 られる｡本 ると考えられる｡一方､奈良県で初記録となった

種の幼虫はネムノキを餌植物 とし､桶で越冬す オオシモフリスズメは当キャンパスの調整池周辺

る 2 0 

-

)4

9月の年 2回発生する｡本種の前麹 メガ科ガ類の種類を豊富にしているものと考えら

の植栽されたサクラ (ソメイヨシノ)に発生 して

いる 21)｡このようにキャンパス造成の際に持ち

込まれ定着 したと考えられる種もある｡35.

[1823]) [図版 2-10] 近年の地球温暖化の影響 を受けて分布 を北

本種成虫はきわめて大 きいヤガの種であ り､ に広げているチ ョウ類 にツマグロヒョウモ ン 

h ip espersE breuse (HCbiオオ トモエ ner, 

キャンパス内でも5-8月によく見られる｡成虫

の前後麹は褐色地に白線が鮮やかであり､前種ほ

iusbperyyreu

on


g
Ar sh や ナ ガサ キ ア ゲハ 

memn な どが知 られてい る 2

ioll')Paz

6･2)7｡スズ メガ

どではないが前週に巴模様を有する｡幼虫はサル 科ガ類においても､同様に北上種であるクロメ

トリイバラを餌植物とする｡当キャンパスの裏山 h Iacesi
h teron


)8

ンガタスズメAc al Sが知 られてい

のサル トリイバラでも確認されている｡ る 202 ｡本種は当キャンパスではまだ確認され

ていないが､大阪府堺市や貝塚市において確認さ

アケビコノハ れてお り､奈良県においても分布が確認されてい36. yrannusEd iuocmat

(Guen6e,1852) [図版 2-11] る｡メンガタスズメの幼虫も同様の餌植物を食べ

成虫は 7月か ら見られ､成虫で越冬する｡当 形態 も類似 しているので､混生 している可能性

キャンパス付近の失田山あそびの森でも､林道の もある｡また､南方系の種であるキョウチク トウ

のり面で越冬する個体が確認されている｡成虫の スズメ iierhinDPa sn が大阪府では局地的に発生

前麹は落ち葉に似てお り､静止 していると枯葉と してお り29)､当キャンパス内にも餌植物である

見分けがつきにくい｡後麹は鮮やかな黄色地に黒 キョウテク トウが多数植栽 されているので､今

線 と黒紋をもち､威嚇の際に広げて見せる｡幼虫 後､地球温暖化とともにこれらのスズメガも発生

はアケビ､ミツバアケビ､アオツゾラフジ､ヒイ する可能性も考えられる｡

)4ラギナンテンを餌植物 としてお り2 ､構内の ミ

ツバアケビでも毎年幼虫が確認されている｡幼虫

には黒色型と緑色型があり､体に 2つの目玉模様

をもつ｡本種成虫は発達 した口吻を持ち､ トマ ト

やブ ドウ､柑橘類の果汁を吸い害を与える事で知

られている 7)0

考 察

当キャンパスにおいて､スズメガ科 22種､ヤ

当キャンパスの C ltaocaa属について西尾によ

る環境指標のパラメーターを用いて､希少度指数

および寒冷地度指数を示 した (表 1)｡希少度指

数の算出法は､環境省の生物多様性調査蛾類報告

香 (20003)記載の種別記録メッシュ数から算出)0

している｡記録メッシュ数最多のキシタバ (339

メッシュ)を基準とし､他の種について採集の困

難さ (希少度)をキシタバの記録メッシュ数から

その種の記録メッシュ数を引いた数とし､地点評

価の場合には記録種について各地の希少度を合計

C ltaocaa属が 8種確認 された｡ これは日本

産のスズメガ科ガ類 76種の うち約 29%に当た る｡この値が高いと希少度が高いと言える｡寒冷

ガ科 し､種数で割った値をその地点の希少度としてい
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地度指数も同様のメッシュ分布図と幼虫の食樹か

ら西尾により6段階の寒冷地度をあてはめてある

ものを用いた｡これら寒冷地度も地点評価の場合

には各記録種の寒冷地度を合計 し種数で割ったも

のを寒冷地度指数とした｡指数が 6に近いほど寒

冷地度が高いことになる｡西尾による東海 ･近畿

地区の平均値は希少度指数 1 ､寒冷地度指数24.
7


1)

と示されてお り､当キャンパスにおける希少30.

考えられる｡

今回 36種の大型ガ類を示 したが､このような

大型ガ類は餌植物の摂食量も多い｡食物連鎖にお

いても､エネルギーの移動量は大きく､生態系に

おけるエネルギーの流れは大きな部分を占めてい

ると考えられる｡当キャンパスはこれらの大型ガ

類の種を維持するに十分な餌環境が整っていると

しかし､餌植物をみると､里山植物などの在来

度指数は 1 と､それほど高 くはないが､寒冷

地度指数 と､やや高い傾向にあった｡また､

63.4

40.

植物の利用以外にも､キャンパス造成に伴い分布

を増やした外来植物や園芸 ･植栽種の利用 も目

ナ科 (コナラ属 ･ナラ類)を餌植物 とする種で スズメガ科やヤガ科ガ類の生息を多様にしている

あった｡スズメガ科ガ類と異なり､コナラ､クヌ とも考えられる｡

ギなどブナ科植物が豊富である当キャンパスの里 当キャンパス内においては､セイタカアワダチ

C ltaocaa属 8種のうち 6種がブ 立っている｡これら植栽や外来植物などにより､今回確認された 

山林 (二次林)に依存 していると考えられる｡ ソウやニセアカシア d iseuoacac)imRbo aI aといっ

表 西尾 6)によるカトカラの環境指標化に用いたパラメーター1.
による近畿大学農学部奈良キャンパスにおける環境指数

種

オニベニシタバ

シロシタバ

マメキシタバ

エゾシロシタバ

アサマキシタバ

コシロシタバ

0)

244

164

189 

出現メッシュ数 3 希少度 寒冷地度

96

176 

5
 

5 
15

93 

1 4 
6247

011

92

339

174
 

23

24

9 

8 

1 

166 

5 
4 
2

1

キシタバ

コガタキシタバ 

合計 171 0

指数 1463.

339-当該種の出現メッシュ数注)希少度-キシタバの出現メッシュ 

た外来植物の進入や､在来植物であるがクズの繁

茂により12)､生物多様性が著 しく減少 している

と言われている｡今回記録された種においては直

接的な影響はあまりないと考えられるが､今後北

上種の対策とあわせて外来植物との関わりについ

ても調べていく必要があると考えられる｡また､

オオシモフリスズメやシロシタバのような希少種

の発生も確認されていることから､これらの保全

助言を頂いた､伊藤ふ くお氏ならびに山本博子

氏､松浦寛子氏に厚 く御礼申し上げます｡これま

で､調査等にご協力頂いた本学農学部昆虫学研究

室､昆虫生態制御学研究室､環境生態学研究室の

学生､大学院生にも感謝します｡
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近畿大学奈良キャンパスにおけるガ類の生息状況( 1) 16

メンガタスズメ幼虫	 .コエビガラスズメ幼虫 3

.シモフリスズメ幼虫 

5.オオシモプリスズメ鰐化幼虫 

2

4.トビイロスズメ幼虫 5.オオシモプリスズメ成虫 5.オオシモフリスズメ成虫 5.オオシモプリスズメ終齢幼虫 

1.

7.オオスカシバ成虫 7.7.オオスカシバ幼虫 オオスカシバ幼虫 
(羽化直後) (緑色型) (褐色型) 

10ホシホウジャク成虫 
(ヘ
,

クソカズラの花で吸蜜)

9ホウジャク成虫 (越冬)

6	

6.

.ウチスズメ成虫 

ウチスズメ幼虫	 .ホシヒメホウシャク成虫
 
(越冬)
 

図版 1 近畿大学奈良キャンパスで見 られるガ類 (スズメガ科) 
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1.オ二ベ二シタバ

エゾシロシタパ 3.

l.アケビコノハ (越冬)

8.

.l

コシロシタバ 4.

7.フ クラスズメ カキバ トモエ オスグロトモエ 6

l lアケビコノハ 

図版 2 近畿大学奈良キャンパスで見られるガ類 ( aoaa属等) (シタバ亜科 C tcl すべて成虫)




